
    

 
 
 

実物投影機「みエルモん」を有効活用しよう① 
 

１ まず管理をしっかりと！ 学校備品にはテプラを貼る。貸与の機材には貼らない。 

   三大留意事項：熱（直射日光）、埃（ほこり）、衝撃   ※大敵です 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ いろんな角度から映してみる 
 

フリーストップアームの採用により、片手でらくらく位置合わせ。カメラが回転するから、立
体物もあらゆる角度から映せます。また、早い動きもなめらかに映します。 
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は、必ずテプラを 

貼るって管理して

下さい。 

もちろん備品のシールも！ 



    

 
 
 

実物投影機「みエルモん」を有効活用しよう② 
 

３ ズームを使ってみる 
  ５.２倍光学ズーム×８倍デジタルズーム光学ズームの採用で、 

拡大しても鮮明な画質を維持。小さいものも大きくはっきり映し 

出します。 

 

 

ズームイン、ズームアウトの操作は、ダイヤルを回すだけ。ダ 

イヤルを回す手が投影中の画面に映ることもなく、微妙な調整も 

簡単です。 

 

 

ダイヤル内側のオレンジ色のボタンを押すと、最適なピントに 

自動調整できます。 

 

４ 便利なフリーズ機能 
ボタン 1つで画面を固定できます。表示している間に被写体を差し替えて、再度ボタンを押せば、

スムーズに被写体を変更できます。 

 

５ リモコンで広がる使いやすさと表現 
リモコンを使うと、L-1ex 本体から離れたところから様々な操作をすることができます。また、

リモコンを使うことで、一歩進んだ映し方が可能です。 

 

 

   投影映像の注目させたい領域だけをハイライト表示したり、隠したい部分をマスクして表示した

りできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライブ映像を映しながら、ボタンを押した時点の静止画を 1/4 サイズで 

表示できます。 

 

 

投影映像のねらった部分をワンプッシュで拡大表示。さらに、表示部分 

をスクロールすることができます。 

 

その他のボタン：電源スイッチ／ズーム／明るさ調整／スクロール操作／オートフォーカス／ 

SD再生／PC切換／SD記録／レコーダー／戻る 

    

「ハイライト」全体を見せてから、一部分に注目させる。 「マスク」出題してから、答え合わせをする。 
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